
季節の絵本！季節の絵本！
今月のテーマ

　  「ひなまつり」

現在のひなまつりは、子どものすこ
やかな成長と幸せを願うとても大切な
行事です。
ゆずちゃんちに飾られたおひなさま。
ゆずちゃんがお出かけしてしまうと、
あれっ人形たちが動き出しました。ど
こに行くのかな？
ひなまつりの由来や、飾りつけ、親

子で作るお料理など、ひなまつりを楽
しめる１冊です。

昔遊びを教えてもらう授業「昔遊びの
会」で、登下校の見守りをしているボラ
ンティア団体「めだかの学校」の人や児
童のおじいさん、あばあさんからあやと
りのコツを教えてもらう清音小学校の１
年生。一つの遊びを教わるごとに「あり
がとうございました」と、元気よく感謝
の気持ちを伝えていました

朝起きて顔を洗う水道の水をあ
なたは自分で作りますか。食べ物
やその材料をあなたは自分で作り
ますか。勉強に使う鉛筆や消しゴ
ムをあなたは自分で作りますか。
学校に持っていくかばんをあなた
は自分で作りますか。
あなたが毎日生活する中で、ど
れだけの人たちにささえられ、お
世話になってきたのでしょう。こ
の広い世の中であなたをささえて
くれる人たちがいる。
きっとあなたを大切に思い、あ
なたのすこやかな毎日を願っている。そう思う
と、感しゃの気持ちでいっぱい。感しゃの気持
ちを忘れないでいたい。忘れないだけでなく、
「ありがとう」ということばで相手に伝えたい。
「ありがとう」は、次の「ありがとう」をつ
れてくる。「ありがとう」を忘れずに言い合う
と、人と人との間にささえ合いや助け合いが広
がっていく。たくさんの人たちが暮らすこの世
の中を成り立たせているのは、「ありがとう」
かもしれませんね。
問い合わせ 学校教育課（1９２－８３５８）

推進啓発ポスター

『ひなまつりルンルンおんなのこの日』
ますだゆうこ・作　たちもとみちこ・絵
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て
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ら
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界
に
通
用
す
る

作
品
を
創
り
た
い

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

優
れ
た
文
化
活
動
を
行
っ
た

人
を
表
彰
す
る
岡
山
芸
術
文
化

賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た

の
が
、
陶
芸
家
で
あ
り
岡
山
県

立
大
学
の
講
師
を
務
め
る
作
元

朋
子
さ
ん
だ
。

平
成
２３
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独
自

の
技
法
に
よ
る
美
し
い
「
し
ま

模
様
」
が
高
い
評
価
を
得
た
。

「
今
ま
で
で
一
番
大
き
な
賞
。

う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
す
。

作
元
さ
ん
の
作
品
に
は
し
ま

模
様
が
多
い
。「
時
代
を
超
え

て
愛
さ
れ
る
模
様
だ
か
ら
」と
、

自
身
も
好
き
な
模
様
だ
と
い

う
。
そ
の
し
ま
模
様
を
き
れ
い

に
出
す
た
め
試
行
錯
誤
し
、
独

自
の
製
法
を
考
案
。
色
を
練
り

こ
ん
だ
粘
土
を
型
取
り
し
、
パ

ー
ツ
を
組
み
立
て
て
焼
く
製
法

だ
。「
１
作
品
に
３
か
月
か
か

る
。
私
し
か
や
ら
な
い
面
倒
な

作
り
方
」
と
話
す
。
美
し
い
模

様
と
曲
面
が
特
徴
的
な
作
品
へ

の
こ
だ
わ
り
が
う
か
が
え
る
。

「
焼
い
た
後
に
思
っ
て
い
た

も
の
と
ま
っ
た
く
違
う
も
の
が

で
き
る
の
が
お
も
し
ろ
い
」と
、

陶
芸
の
道
を
志
し
た
の
は
大
学

３
年
生
。
始
め
は
皿
や
花
瓶
な

ど
の
実
用
品
を
作
っ
て
い
た
。

「
機
能
性
を
考
え
る
よ
り
、
模

様
と
形
に
こ
だ
わ
っ
て
楽
し
く

創
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
高

ま
り
オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
へ
。

岡
山
県
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学

部
造
形
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
講
師

も
勤
め
る
。「
学
生
と
接
す
る

こ
と
は
刺
激
に
な
る
」と
言
う
。

「
作
家
の
活
動
も
教
え
る
仕
事

も
両
方
続
け
た
い
」
と
も
。

「
１
０
０
％
満
足
し
た
作
品

は
な
い
。
で
も
そ
れ
が
次
の
制

作
へ
の
意
欲
に
な
る
」
と
。
さ

ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
な

か
、「
岡
山
か
ら
世
界
に
通
用

す
る
作
品
を
創
り
た
い
」
と
力

を
込
め
る
。
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